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次の問いの答えを解答マーク欄の0から9にマークしなさい。
ただし，分数は既約分数で表すものとする。
また，根号の中の数値は出来るだけ小さな自然数で答えなさい。
例えば， 272は， 272や2 68と答えるのではなく，4 17と答えなさい。

Ⅰ（必答問題） 次の問いに答えなさい。

⑴　　　　　   －　　　　    を計算すると，
①  － ②

③
 である。

⑵　AB＝6，BC＝3（  　＋1），∠ABC＝60°である△ABCにおいて，  

AC＝ ④ ⑤  である。

⑶　a＞1とする。xに関する2つの条件

　　　　p：5≦x≦9

　　　　q：a＋1≦x≦2a

　　に対して，pがqであるための必要条件となるようなaの値の範囲は

　　 ⑥  ≦a≦ 
⑦

⑧
 である。

3
2　  ＋  　2 5

    　
　  ＋  　

10
5 2

3
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Ⅱ（必答問題） a＞0とする。xについての連立不等式

　　  　　　　　　　　
について，次の問いに答えなさい。

⑴　a＝2のとき，連立不等式の解は， ⑨  ≦x≦ ⑩  である。

⑵　連立不等式を満たす実数xが存在するようなaの値の範囲は 
⑪

⑫
 ≦a≦ ⑬  

である。

⑶　連立不等式を満たす整数xがちょうど2個存在するようなaの値の範囲は

　　 ⑭  ≦a＜ 
⑮

⑯
 ， ⑰  ＜a≦ ⑱  である。

Ⅲ，Ⅳ，Ⅴの中から２問を選択し，解答しなさい。
選択科目欄横の選択問題欄に，選択した問題番号を記入しなさい。

Ⅲ（選択問題） 正八角形ABCDEFGHについて，次の問いに答えなさい。

⑴　対角線の本数は ⑲ ⑳  本である。

⑵　正八角形の頂点から3点を選んで三角形をつくるとき，

　ⅰ　つくることのできる三角形の総数は ㉑ ㉒  個である。

　ⅱ　つくることのできる二等辺三角形の個数は ㉓ ㉔  個である。

x
2－8x＋15≦0

x
2－3ax＋2a2≦0
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Ⅳ（選択問題） 次の問いに答えなさい。
⑴　2進法で表された数10110（2） を10進法で表すと ㉕ ㉖  である。

⑵　101010101（2）＋100100000（2） の計算結果を5進法で表すと   

㉗ ㉘ ㉙ ㉚ ㉛  （5） である。

⑶　7桁の2進法で表された数の中で，1が4つ使われる数は全部で 32 33  個

ある。

Ⅴ（選択問題） 点Oを中心とする半径8の円があり，線分ABが円の直径となるように円上

に2点A，Bをとる。2点A，Bと異なる円上の点Cにおける円の接線と直線ABの交点を

Dとする。ただし，BD＜ADであり，BD＝9である。次の問いに答えなさい。

⑴　CD＝ 34 35  である。

⑵　AC：BC＝ 36 ： 37  である。

⑶　BC＝ 
38 39 40 41

42 43
 である。

 〔数学問題終了〕



解答番号 解答
① 2
② 5
③ 3
④ 3
⑤ 6
⑥ 4
⑦ 9
⑧ 2
⑨ 3
⑩ 4
⑪ 3
⑫ 2
⑬ 5
⑭ 2
⑮ 5
⑯ 2
⑰ 3
⑱ 4
⑲ 2
⑳ 0
㉑ 5
㉒ 6
㉓ 2
㉔ 4
㉕ 2
㉖ 2
㉗ 1
㉘ 0
㉙ 0
㉚ 0
㉛ 4
㉜ 2
㉝ 0
㉞ 1
㉟ 5
㊱ 5
㊲ 3
㊳ 2
㊴ 4
㊵ 3
㊶ 4
㊷ 1
㊸ 7
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